
□研修プログラムの改善により，講座受講
者の満足度と活用度が目標を上回った。
〇前年度より6講座減らしたために，参加人数
は減ったが，受講者の評価は高い数値を維持
することができた。法定研修・若手教師道場
での「指導主事等とのマンツーマンの授業づ
くり研修」の体制を堅持したこと，学校のニー
ズに応じた研修講座を提供したこと，参加型
の研修方法を工夫したことが評価されている。
○パートナーシップ事業研修会に公民館の
学社民融合支援主事，図書館職員が延べ98名
参加して地域教育コーディネーターとの情
報交換を行い，地域教育コーディネーターと

社会教育施設とのネットワークづくりを促した。また，地域教育コーディネーターのスキルアップ
のため，研修運営を担当する地域教育コーディネーターによる研修幹事会と区研修を実施した。

指標1 各研修講座における受講者の満足度と活用度（％） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 80.0 85.0 85.0
進捗状況 80.0 87.0 87.5
指標2 マイスター養成塾修了者（人） H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 102 108 110 120
進捗状況 102 103 110
指標3 学社民融合研修会の実施（回） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 7 7 7
進捗状況 7 7 7

12－（１）教育関係職員の研修プログラムの充実
主な事業　・教育関係職員の研修プログラムの一層の充実
　　　　　・学社民融合研修の推進

H28施策評価 4.0

市民から信頼される学校・教育機関となるよう，人材の育
成と職場の環境整備を進めます。

□市民の学習活動の場の確保に努めた。
○にいがた市民大学：市民提案講座や大学
コンソーシアム連携講座など，専門性の高
い講座や，時代と社会の要請に応えた講座
を合計5講座開設した。定員を上回る受講
申し込みがあり，市民の高度で専門的な学
習要求に応えた。
○若者を対象に社会人としての能力を高
め，他業種の人とのネットワークを広げる
機会となる講座や高齢者の健康と生きがい
づくりと地域社会参加への支援など，現代
的課題の学習機会を提供した。講座受講生
が，自主サークルを結成し，更に学習を進
め，次年度の講座でスタッフとして参加す
るなど，学習成果が生かされている。
○公民館で活動している団体の，日頃の学
習成果を発表する場として，文化祭や芸能
祭を開催し，公民館利用団体等の活性化と
学習意欲の向上を図った。
○図書館や学校などでの読み聞かせを行え
るよう，読み聞かせボランティアを新たに
47名養成した。

８－（２）学び育つ各世代への支援
主な事業　・にいがた市民大学開設事業　　・現代的課題を学ぶ公民館事業
　　　　　・学習成果を発表する場の提供　・子どもの読書環境の整備
　　　　　・子どもが読書に親しむ機会の充実
　　　　　・仕事やくらしの課題解決のための情報提供事業

H28施策評価 5.0

子育てや各世代の学びに対する支援に努め，地域の教育力
の活用を推進します。

指標1 にいがた市民大学の受講率（％） H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0
進捗状況 84.5 122.5 112.5
指標2 現代的課題を学ぶ事業の実施 H28評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

指標目標 実施 実施 実施
進捗状況 ─ 実施 実施
指標3 文化祭・芸能祭等の実施 H28評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

指標目標 実施 実施 実施
進捗状況 ─ 実施 実施
指標4 児童書の貸出冊数（冊）（12歳以下の子ども1人あたり） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 12.2 12.4 13.2
進捗状況 12.1 13.1 13.1
指標5 レファレンス受付件数（件） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 72,000 72,800 90,000
進捗状況 69,600 83,157 94,580

業の指導案検討の際は，中・高の英語教師の
指導力向上にむけての助言をもらった。
○平成28年度より，新たに公益財団法人新潟
市国際交流協会との連携による「外国語の絵
本の読み聞かせ」，新潟薬科大学との連携に
よる「図書館活用ゲーミフィケーション（図
書館の活用方法を学ぶための大学生向け図書
館ガイダンス）」を行い，好評を得た。

指標2 にいがた市民大学の受講率（％） H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0
進捗状況 84.5 122.5 112.5
指標3 連携・協力の実施状況（連携事業数）（件） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 9 9 9 9 9
進捗状況 9 11 11

世界とともに生き創造性を発揮する新潟の子どもや市民の
育成を目指し，コミュニケーション能力向上とICT活用へ
の取組を進めます。

□「外国語活動の勉強が好き」と回答した児
童生徒数が増加した。
○小中高連携をテーマに協力校3校（上所
小，鳥屋野中，万代高）による公開授業を
行い，指導内容と評価法を見直した。その
研修の成果を12月16日に行われた外国語教
育マネジメント研修において，全小中高の
英語科主任や外国語担当と共有した。
○8月に，現在の英語力の把握とさらなる英
語力向上への意識高揚を図るため，中学校
英語担当教員に対して英検IBA受検を行っ
た。（140名の中学校英語担当教員が受検）

３－（２）外国語教育・国際理解教育の充実
主な事業　・外国語指導助手（ALT）配置事業
　　　　　・国際交流推進事業
　　　　　・外国語教育支援事業

H28施策評価 4.5

指標1 新潟市生活・学習意識調査（小6）で「外国語活動の勉強
が好き」と回答した児童の割合（％） H28評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
5指標目標 75.0 75.0 82.0

進捗状況 74.5 73.8 81.1

指標2 新潟市生活・学習意識調査（中3）で「外国語活動の勉強
が好き」と回答した生徒の割合（％） H28評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 56.5 56.5 57.0

進捗状況 56.0 54.6 56.7

○小学校と中学校の授業づくり研修会において，外部専門機関から指導者を招聘し，英語指導力
の向上を図った。（計3回）

□小・中学校で，情報通信技術を活用した
協働学習や課題解決型の学習指導の実施が
大幅に増加した。
○タブレット機器の新規導入校に，活用の基礎と
なる操作説明会を実施し，授業での活用を促した。
○4月に第1回の研究主任研修会を開催し，ア
クティブ・ラーニングの充実に向けた全体指
導を行うとともに，各学校の取組計画につい
てグループ協議で検討を行い，研究主任が各
学校で取組をリードできるよう支援した。そ
の後，計画訪問及び要請訪問を通じて，各学
校の状況に応じて個別の支援・指導を継続し
ているところである。学びの質や深まりを重
視する授業づくりが着実に広まっている。

３－（３）情報教育の充実とICTを活用した教育の取組
主な事業　・タブレット等ICT活用研修（教職員研修） H28施策評価 4.7
指標1 コンピュータ等（タブレットPCを含む）の情報通信技術を活用して，子どもが学

び合う協働学習や課題解決型の学習指導を実施した小学校教職員の割合（％） H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 66.6 66.6 70.0 70.0
進捗状況 65.7 60.3 98.0

指標2 コンピュータ等（タブレットPCを含む）の情報通信技術を活用して，子どもが学
び合う協働学習や課題解決型の学習指導を実施した中学校教職員の割合（％） H28評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
5指標目標 51.0 51.0 55.0 55.0

進捗状況 50.0 50.0 97.0
指標3 「アクティブ・ラーニング」の実施した学校の割合（％） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0
進捗状況 92.0 95.0 100.0

□高等教育機関・企業等と連携・協力し，多
様なニーズに応じた学習機会を提供した。
○外国語教育については，文科省の英語強
化事業「外部専門機関と連携した英語指導力
向上事業」を実施し，県外から指導者を招い
て，授業を参観してもらうとともに，研究授

９－（４）高等教育機関及び企業との連携推進
主な事業　・高等教育機関活用推進事業
　　　　　・図書館と教育機関・企業との連携・協力

H28施策評価 4.7

学校や公民館・図書館などにおいて，多様なニーズに応じた学習機
会の充実を図るため，企業や民間団体と連携する取組を始めます。

指標1 高等教育機関からの専門的な情報提供，指導等を受けてい
る教育課題（課題） H28評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 2 3 3

進捗状況 1 2 3

□海外帰国・外国人児童生徒が学校生活にス
ムーズに適応できた。
○年度当初，日本語指導協力者連絡会を開
催し，事業の実施について協力者及び学校
関係者と共通理解を図った。

○各学校から要請のあった対象児童生徒38名（25か校）に対して延べ25名の日本語指導協力者を派遣
している。派遣回数は，児童生徒の日本語能力の実態に応じて15回～25回（1回2時間）としている。

３－（５）海外帰国・外国人児童生徒への教育の推進
主な事業　・日本語指導協力者派遣事業
　　　　　・外国人児童生徒への支援体制の整備

H28施策評価 4.0

指標1 日本語指導協力者の指導により，日常会話ができるようになった子どもの割合（％） H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0
進捗状況 85.0 81.8 82.1

○教育ネットワークの導入については，導入内容の検討を行った。

□学校内のコンピュータ教室用の端末等機
器，校内LAN用コンピュータ，教職員用コン
ピュータの更新を計画通りに実施した。
○教育用コンピュータ，校内LANコン
ピュータの更新は下記の計画どおりに実施さ
れている。更新作業は10月31日までに終了。
・更新計画…教育用コンピュータ　58校　
2,438台（内タブレット550台）／校内LAN用コ
ンピュータ101校　567台（内タブレット480台）

11－（１）効果的な指導を支援する施設設備の充実
主な事業　・学校ICT環境整備事業
　　　　　・教育ネットワーク構築事業

H28施策評価 4.0

指標1 タブレット型コンピュータを整備した小・中学校の割合（％）H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 34.0 68.0 90.0 100.0 100.0
進捗状況 5.0 34.0 68.0
指標2 教育ネットワークの構築 H28評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

指標目標 調査・研究 調査・研究 導入方法検討 計画策定 開発
進捗状況 ─ 調査・研究 調査・研究

□幼・保・小・中連携事業についての実践事
例集を編集し，取組を広める体制ができた。
○「小中一貫教育部会」を3回（平成27年度
から通算5回）開催した。4つのパイロット
校における実践をもとに情報交換を行い，
各校の実施内容と現状における課題などに
ついて協議した。実践を通して，小中一貫
教育を各中学校で進める際の共通プログラ
ムと独自プログラムのイメージが明らかに
なってきた。また，第5回の部会では，平
成29年度からのパイロット校にも参加して
もらった。実践を始めるにあたって不明な
点を確認することができた。
○「幼保小連携部会」では，今年度から新
潟版アプローチカリキュラムの作成に向
け，教育課程の編成を担当する主任級の委
員を新たに加えることで，現場の声を反
映させやすくなった。協議を通じて新潟版
アプローチカリキュラムの概要が明らかに
なってきた。

□研修会を通じて，幼・保・小の接続カリ
キュラムについての意識が高まった。
○8月4日，中之口幼稚園において新潟市幼
保小連携推進事業合同研修会を開催し，西
蒲区内小学校・公私立幼稚園・保育園の教
員・保育士等57名が参加した。公開保育を
もとにした協議と幼保小連携や接続に関す
る情報交換が行われた。幼児期の教育で大
切にされていることをどのように小学校に
おける教育へとつなげていくか参加者が熱
心に協議した。
○市立幼稚園教育研究協議会の研修会の
際，アプローチカリキュラム作成について
指導・助言し，幼小接続期カリキュラム作
成への意識が高まった。

５－（１）新潟市にふさわしい小中一貫した教育の取組
主な事業　・小中一貫教育パイロット事業
　　　　　・学校間連携推進事業

５－（２）幼児教育の充実と幼保小連携の推進
主な事業　・幼保小連携推進事業
　　　　　・幼保小合同研修会

H28施策評価 4.0

H28施策評価 5.0

未来の新潟を担う子どもたちの生きる力の育成のため，校
種間の連携をさらに強めます。小中学校においては，一貫
した教育への取組を始めます。また，幼保小連携の充実を
図りながら新潟市における幼児教育の方向性について検討
を進めます。

指標1 小中一貫教育推進協議会（回） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 発足 3 2
進捗状況 ─ 発足 3

指標2 新規パイロット事業実施中学校区数（延べ数）→H29～新潟市に
ふさわしい小中一貫した教育に取り組んだ中学校区数（延べ数） H28評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 ─ 4 8 24 40

進捗状況 ─ ─ 4
指標3 学び方等，共通の取組を設定した中学校（校区数） H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 56 56 56 56
進捗状況 ─ 55 56

指標1 幼稚園・保育園との連携の充実を図り，小学校への円滑な
接続を図るための教育懇談会を実施した小学校の割合（％）H28評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
5指標目標 10.0 95.0 100.0 100.0

進捗状況 ─ 90.0 100.0
指標2 接続を見通した教育課程の編成・実施が行われている小学校の割合（％）H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 10.0 40.0 70.0 70.0
進捗状況 ─ 30.0 72.0
指標3 接続を見通した教育課程の編成・実施が行われている市立幼稚園の割合（％） H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 27.3 90.0 100.0 100.0
進捗状況 ─ 81.2 100.0

指標4 隣接する小学校区における，幼稚園，保育園，小学校等の職員
を交えた研究保育を年間複数回実施した市立幼稚園の割合（％）H28評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
5指標目標 18.1 63.6 90.0 90.9

進捗状況 ─ 54.5 90.0

□すべての市立学校に配置された地域教育
コーディネーターが地域と共に歩む学校づ
くりを推進した。
〇地域と学校パートナーシップ事業につい
ては，地域から多くの学校支援ボランティ
アの協力を得て，学習活動の充実，子ども
たちの人間関係の広がりと深まり，子ども
たちが認めてもらえる機会の増加がみられ
た。また，学校の地域貢献活動や社会教育
施設及び地域コミュニティ協議会との協働
事業が増加傾向にある。
○ふれあいスクール事業は，28年度新た
に1校を加え，小学校67校で実施した。ま
た，ふれあいスクール運営主任の研修会に
は，放課後児童クラブの支援員も参加し，
ふれあいスクールと放課後児童クラブの連
携についての研修や情報交換を行った。

９－（１）地域と共に歩む学校づくりの推進
主な事業　・地域と学校パートナーシップ事業
　　　　　・ふれあいスクール事業
　　　　　・公民館出前型事業

H28施策評価 4.5

学・社・民の融合による教育を推進します。

指標1 1校あたりの学校支援ボランティア（延べ人数） H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 1,240 1,270 1,640 1,670 1,700
進捗状況 1,210 1,531 1,611

指標2 ふれあいスクール週当たり開催（日数）→H29～ふれあい
スクール年間開催（1校当たり日数） H28評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 2.00 2.10 49 51 53

進捗状況 1.93 1.97 2.02
指標3 土曜プログラムモデル実施校数（校）→H29～土曜プログラム活用校数（校） H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 4 4 20 24 27
進捗状況 ─ 4 4
指標4 公民館出前型事業の実施校数（校） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 66 67 94
進捗状況 66 72 89

□すべての小学校が「アグリ・スタディ・
プログラム」に基づく体験学習を実施した。
〇アグリ・スタディ・プログラム(以下
ASP)総合推進会議の検討内容を受け，各
区小学校代表校長（8名）と代表中学校長
（4名）からなるASP推進委員会を2回開催
した。そこでは，総合推進会議で示された
方向性に基づいて，各区において具体的に
どのように取り組むかについて情報交換を
行った。
○教職員向けのASP研修会を4回開催し
た。そこでは，搾乳体験などのASPの体験
プログラムを実際に体験するとともに，そ
れを取り入れた具体的な指導方法について
の研修を行った。参加者からは，すぐに自
分の実践に利活用できる研修内容として好
評を得た。

１－（４）アグリ・スタディ・プログラムの推進
主な事業　・「アグリ・スタディ・プログラム」に基づく体験学習の推進事業 H28施策評価 4.0
指標1 「アグリ・スタディ・プログラム」に基づく体験学習を実施している小学校の割合（％）H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0
指標2 アグリ・スタディ・プログラム評価・サポート委員会によるプログラムの検証率（％）H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 25.0 50.0 75.0 100.0 100.0
進捗状況 ─ 25.0 50.0

□読書活動推進により，中学校で不読率が
改善方向を示してきた。
○指標1のH28評価が低評価に止まったの
は，全国学力・学習状況調査の項目内容が
「図書館の活用」から「図書館資料の活
用」に変わったためである。今後，教育委
員会で実施している調査結果を用いて評価
をしていく。
○学校図書館活用推進校事業の説明会を5
月18日に開催し，今年度の活用推進校33校
（小学校22校・中学校11校）が参加した。
2月に各区で行われた実践報告会では，
「読書センター」「学習・情報センター」
としての機能を意識した優れた実践報告が
行われた。また，総合教育センターの研修
講座「教員と司書との連携充実」（8月5日
「図書館活用推進編」，9月16日「探究学習
編」）には多くの推進校の教員と司書が参
加し，学校図書館を活用した探究型学習に
ついて学びを深めた。

１－（６）読書活動の推進と新聞活用の充実
主な事業　・学校図書館活用推進校事業　　・学校図書館支援センター事業
　　　　　・学校図書館支援事業　　　　　・新聞活用の推進

H28施策評価 2.5

子どもの読書活動を推進するとともに，市民が自ら課題解
決を図るための読書環境を充実していきます。

指標1 学校図書館を活用した授業を「月に数回程度」行った小学校の割合（％）H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

1指標目標 78.0 79.0 80.0 81.0 82.0
進捗状況 77.2 75.6 46.8
指標2 学校図書館を活用した授業を「学期に数回程度」行った中学校の割合（％）H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 56.0 57.0 58.0 59.0 60.0
進捗状況 55.1 62.1 55.2
指標3 中学生の不読率（％） H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 12.0 11.5 11.0 10.5 10.0
進捗状況 12.1 12.3 11.8

指標4 ほぼ毎日新聞を読む中学生の割合が，全国平均を上回る（ポイント）→H29
～週に1回以上新聞を読む中学生の割合が，全国平均を上回る（ポイント） H28評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
1指標目標 2.8 2.8 2.8

進捗状況 2.7 1.0 1.1

□すべての学校が，「アクティブ・ラーニン
グ」を取り入れた教育活動を実施した。
〇4月に第1回の研究主任研修会を開催し，
アクティブ・ラーニングの充実に向けた全
体指導を行うとともに，各学校の取組計画
についてグループ協議で検討を行い，研究
主任が各学校で取組をリードできるよう支
援した。その後，計画訪問及び要請訪問を
通じて，各学校の状況に応じて個別の支
援・指導を継続した。その結果，学びの質
や深まりを重視する授業づくりが着実に広
まっている。
○アフタースクール学習支援員について
は，今年度，数学25名，英語29名を登録し，
英語は全56中学校，数学は54中学校に配置し
た。5月にアフタースクール学習支援員連絡
会を行い，今年度の概要を説明した。6月か
らアフタースクールの講座を開始した学校
もある。全体での一斉授業と個別の支援の
両面から生徒の能力やニーズに応じた学習
支援を展開している。10月には学習支援員
の研修会を行い，支援の質の向上に努めた。

１－（１）社会の変化や新たな課題に対応できる教育の推進
主な事業　・持続可能な開発のための教育（ESD）推進事業
　　　　　・「アクティブ・ラーニング」による教育活動の推進

H28施策評価 4.3

確かな学力・豊かな心・健やかな身体を育む教育を進めます。

指標1 ESDを自校の教育活動に位置付けている学校の割合（％） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 20.0 50.0 75.0
進捗状況 ─ 42.5 72.0
指標2 「アクティブ・ラーニング」を実施した学校の割合（％） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0
進捗状況 92.0 95.0 100.0
指標3 放課後の学習支援をする中学校（校） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 56 56 56
進捗状況 ─ 56 56
指標4 環境教育に関する実践的な取組を広報する（回） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 1.0 1.0 1.0
進捗状況 1.0 1.0 1.0
指標5 環境教育事業の実施 H28評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
指標目標 実施 実施 実施
進捗状況 実施 実施 実施

□継続した授業改善の取組により，全国学
力調査で，多くの児童生徒が全国平均を上
回った。
〇【全国学力・学習状況調査による正答率】
・国語A	 小学校：76.3％(全国比+3.4)
	 中学校：76.8％(全国比+1.2)
・国語B	 小学校：61.3％(全国比+3.5)
	 中学校：67.4％(全国比+0.9)
・算数数学A	小学校：79.7％(全国比+2.1)
	 	 中学校：62.7％(全国比+0.5)
・算数数学B	小学校：49.1％(全国比+1.9)
	 	 中学校：45.6％(全国比+1.5)
○全国学力調査の国語・算数・数学のB問
題において，平均正答率は全国平均より新
潟市平均が大きく上回っているものの，指
標2～4に見られるように全国平均正答数を
上回る児童生徒数の割合は指標目標を下
回った。これは，正答数が低位だった児童
生徒が各事業によって中位程度まで向上し
てきた反面，中位の児童生徒が上位には上
がらなかったためである。
○学校訪問の継続により，組織的な授業改
革が浸透してきた。校長・教頭・研究主任
に対し，継続的に授業マネジメント研修を
行うことで定着してきたと考えられる。ま
た，8月に教諭全員を集めて実施した授業
づくり研修により，中学校の授業改革が進
んできた。
○算数・数学の単元評価問題等の配信は，
今年度から経年変化が分かるグラフが出る
ように修正した。指導の要点をもとに指導
を行い，評価問題に取り組む学校が増えて
きた。

１－（３）基礎・基本を身に付ける教育の推進
主な事業　・学力実態調査　　　・学習支援員派遣事業
　　　　　・学力定着支援事業　・理科大好きプロジェクト
　　　　　・アフタースクール学習支援事業

H28施策評価 3.4

指標1 全国学力調査Ｂ問題（小６・国語）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（小６・国語）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H28評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 61.7 61.9 104.0 104.0 104.0

進捗状況 70.7 68.5 63.5

指標2 全国学力調査Ｂ問題（小６・算数）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（小６・算数）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H28評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
2指標目標 59.7 59.9 104.0 104.0 104.0

進捗状況 73.4 56.0 50.0

指標3 全国学力調査Ｂ問題（中３・国語）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（中３・国語）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H28評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
3指標目標 53.2 53.4 104.0 104.0 104.0

進捗状況 67.3 66.1 49.0

指標4 全国学力調査Ｂ問題（中３・数学）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（中３・数学）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H28評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
2指標目標 61.2 61.3 104.0 104.0 104.0

進捗状況 62.8 48.2 52.0

指標5 児童質問紙「授業では，自分の考えを発表する機会が与えられてい
たと思いますか」で，肯定的な回答をした児童（小６）の割合（％）H28評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 84.0 84.5 85.0

進捗状況 83.1 87.7 87.4

指標6 児童質問紙「学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた
りすることができていると思いますか」で，肯定的な回答をした児童（小６）の割合（％） H28評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 70.5 71.0 72.0

進捗状況 69.8 70.7 74.4

指標7 生徒質問紙「授業では，自分の考えを発表する機会が与えられてい
たと思いますか」で，肯定的な回答をした生徒（中３）の割合（％）H28評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 80.0 80.5 81.0

進捗状況 79.1 85.0 84.2

指標8 生徒質問紙「学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた
りすることができていると思いますか」で，肯定的な回答をした生徒（中３）の割合（％） H28評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 70.0 71.0 72.0

進捗状況 69.0 70.5 71.6

共生社会の実現を目指すインクルーシブ教育システムの構
築に向けた取組を始めます。

□特別支援教育に関する公的研修を通じ
て，インクルーシブ教育システムの認識が
高まった。
○3回実施した合理的配慮セミナーは，それ

ぞれの回の受講対象者を「特別支援教育コーディネーター+希望者」「教頭」「生徒指導担当者+希
望者」とし，特別支援教育を学校体制として推進できるようにした。アンケートの評価，満足度とも
非常に高く，合理的配慮の提供に必要な校内支援体制，組織整備に関して，認識が高まった。
○市立明鏡高等学校の文部科学省指定事業「高等学校における通級指導教室の研究」について，
3年間の継続研究の成果発表会を行い，県内外から163人の参加があった。

４－（１）子ども一人一人のニーズと課題に対応した特別支援教育の推進
主な事業　・インクルーシブ教育システム構築の推進事業 H28施策評価 5.0
指標1 各年度内に特別支援教育に関する公的研修を受講した教員

（幼・小・中・高）（人） H28評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5指標目標 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500
進捗状況 1,500 1,616 1,585

ニーズと課題に迅速に対応できる教育行政のシステムづく
りと学びのセーフティネットの整備を進めます。

□「防災教育」学校・地域連携事業の35指
定校で，小中学校及び地域と連携した自校
化プログラムを作成した。

10－（１）防災・安全教育の充実
主な事業　・「防災教育」学校・地域連携事業（ふるさと新潟防災教育推進事業） H28施策評価 4.0

○各校の防災担当者及び地域教育コーディネーターを対象に，「防災教育」学校・地域連携事業実施研修
会を開催した。新潟県防災教育プログラムの＜教職員ガイド編＞を用いて，防災教育の理念と防災教育
の自校化についての説明を行った。また，平成27年度指定校による活動報告（4校）及び中学校区単位での
ワークショップを通じて各校の防災教育実践の方向と指導計画自校化のイメージをもつことができた。

指標1 「防災教育」学校・地域連携事業指定校数（校・累計） H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 34 68 102 136
進捗状況 8 34 69

□小学校新入学生の「入学支援ファイル」
のより一層の活用のため，目的や活用例を
説明した。

４－（３）早期からの就学相談・支援の充実
主な事業　・早期からの就学支援の推進 H28施策評価 3.0

○小学校新入生の「入学支援ファイル」の活用状況調査において，「入学支援ファイル」の提出は
315人であり，新入生の4.8％の提出である。特に特別支援学級在籍児童の提出は，90.2％であった。
○特別支援教育管理職研修や幼稚園研修において，就学支援や「入学支援ファイル」の目的や活
用例について説明し，保護者と学校との連携を促した。

指標1 入学支援ファイルの活用件数（年度ごとの数） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

3指標目標 300 350 310
進捗状況 280 331 315

○社会人奨学金貸付事業は，募集人数10人に対し，7人の申請があった。申請者全員について採
用を決定し，キャリアアップを目指す社会人学生に対して経済的支援を行った。

10－（４）学びを支援する体制の整備と充実
主な事業　・就学援助事業　・奨学金貸付事業（高校～大学院）
　　　　　・社会人奨学金貸付事業 □就学援助事業，奨学金貸付事業を着実に

実施し，保護者や採用者に対しての経済的
負担の軽減を図った。
○就学援助事業は，小・中学校を通じて保
護者全員に「就学援助制度についてのお知
らせ」を4月及び10月の年2回配付し周知を
図った。認定した16,043人の保護者に対し
て，学校にかかる学用品費や給食費等の一
部を援助し，経済的負担の軽減を図った。
○奨学金貸付事業は，選考基準を満たし
た93人について採用を決定し貸し付けを行
い，高等教育の機会均等を図った。制度周
知の強化のため，市内の高校を通じて，来
年度に進学予定の高校3年生の約8,000人に
対して，拡充した返還特別免除制度の情報
が掲載されている案内チラシを配付した。

H28施策評価 4.0

＊指標5～7は再掲のため省略

指標1 就学援助制度の保護者への周知率（％）小学校 H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0
指標2 就学援助制度の保護者への周知率（％）中学校 H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0
指標3 奨学生（高校～大学院）の採用率（％） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0
指標4 奨学生（社会人）の採用率（％） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0

○中学校区教育ミーティングでは，各中学校区の取組や課題について意見交換し，「地域の子ども
は地域で育てる」という意識の醸成を図った。

13－（１）新潟らしい教育改革の推進
主な事業　・区教育ミーティングの開催
　　　　　・中学校区教育ミーティングの開催 □教育委員が担当区の区教育ミーティングや

中学校区教育ミーティングに参加し，地域や
中学校区の取組・課題の共通理解を図れた。
○第1回目の区教育ミーティングでは，今年度
教育委員会が進める施策のうち，特に市民と協
働して行う事業について情報提供をし，意見交
換を行った。第2回目では，各区の課題や特徴
をテーマに話し合うとともに，教育委員から他
区の事例を紹介し，意見交換の充実を図った。

H28施策評価 4.0

指標1 区教育ミーティングの開催（回） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 16 16 16
進捗状況 16 16 16
指標2 中学校区教育ミーティングの実施回数（累計中学校区数）→H29～（中学校区数）H28評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 32 56 28 28
進捗状況 8 32 56

○学力・体力に自信をもち，世界と共に生きる心豊かな子ども
○生涯を通じて学び育つ，創造力と人間力あふれる新潟市民

目指す子どもの姿・市民の姿

学・社・民の融合による教育の推進

□いじめ認知件数が大幅に増加し，いじめ
認知に向けた意識が高まった。
〇「新潟市いじめ防止等のための基本的な
方針」について，迅速かつ組織的・実効的
に対応できるように改訂し，各学校園に周
知した。
○4月の学校マネジメント研修では，「いじ
めの認知と対応」「学校・学級の諸問題へ
の対応について説明し，校長への周知と理
解の促進に努めた。
○11月12日（土）に「新潟市教育フォーラ
ム2016（いじめ防止市民フォーラム）」を
開催し，新潟市全体でいじめの実態と対応
策を共通理解する機会とした。全中学校区
から，総計約450名が参加した。
○これまでのスクールカウンセラーの学校
への配置に加えて，新たに86校の小学校に
スクールカウンセラーを配置し，本年度よ
り，すべての市立学校にスクールカウンセ
ラーの配置を行った。

H28施策評価 3.6

２－（２）一人一人の成長を促す生徒指導の推進
主な事業　・いじめ対策等生徒指導推進事業
　　　　　・教育相談ネットワーク事業
　　　　　・カウンセラー等活用事業

指標1 新潟市生活・学習意識調査の「自律性」「社会性」にかかわる質問項
目のうち，肯定的な回答が前年度の数値を上回った項目の割合（％） H28評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 66.7 66.7 67.0

進捗状況 61.1 83.3 69.2

指標2 小学校いじめ解消率（％）※「解消率」…「解消」と「一
定の解消」を合わせたものの割合 H28評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 100.0 100.0 97.0 100.0

進捗状況 96.2 99.1 95.8

指標3 中学校いじめ解消率（％）※「解消率」…「解消」と「一
定の解消」を合わせたものの割合 H28評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31
4指標目標 100.0 100.0 97.0 100.0

進捗状況 94.5 96.3 98.1
指標4 小学校　不登校（30日以上欠席）発生率（％） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

2指標目標 0.38 0.38 0.38
進捗状況 0.40 0.40 0.44
指標5 中学校　不登校（30日以上欠席）発生率（％） H28評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 H31

4指標目標 2.65 2.62 2.60
進捗状況 2.69 2.64 2.64

 指標目標の設定型

Ⅰ型：第3期実施計画の5か年分を設定

Ⅱ型：初年度，中間（もしくは最終）年度等を設定

Ⅲ型：前年度の実績を踏まえて毎年度設定

Ⅳ型：数値ではなく文字で設定


